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＜連絡事項＞

・土日のチーフに変更がありますので、各自で確認をして下さい。

6/19（土）藤原JGM、6/20（日）橘JGM

6/26（土）谷藤SGM、6/27（日）東SGM

7/ 3（土）小向SGM、7/ 4（日）橘JGM

7/10（土）松橋JGM、7/11（日）中野

・第1回院内研修があります。各自で日程を調整し参加するようにして下さい。

日　時：6/30（水）・7/2（木）のいずれか

時　間：17：30～18：30

場　所：メモリアルホール

テーマ：「禁煙と健康管理」

講　師：禁煙コーディネーター・佐藤AOM

出　欠：WIZ内の書類フォルダ→教育委員会→平成22年院内研修→第1回院内研修出欠表はこちら

· 医療事故対策委員会より、

誤飲・中毒事故の対応一覧表を作成しましたので各自で確認して下さい。また、薬剤・不明な点に関しては佐々木SGMまで問い合わせをするようにお願いします。

・病棟日誌の日付や曜日の間違いが見られています。日誌の入力の際、以前作成したものをコピーをしているので日付や曜日、その他の入力項目の最終確認し行うようにしましょう。

・床用のワックスが届きましたので、随時、天気状況をみてポリッシャー掛けとワックス掛けを実施して行きましょう。

・緊急連絡網で報告ルートの訂正があり、修正をしています。病棟パソコンのデスクトップ・病棟日誌の差し替えを行っていますので、各自で確認するようにして下さい。

・先日、6月分の心電図検査を行っています。駒木洋士様が外出中で実施しなかっ為、検査チームと検討し7月実施メンバーと一緒に検査する事となりました。詳細は未定の為、分かり次第連絡が来ます。

＜患者様連絡事項＞

・八木橋　牧雄様～6/15（火）、カンファレンス内で各部門も交えて今後についての検討を行い、6/26（土）の退院となっています。退院日前に兄様と一緒にアパートへ1泊し、外泊訓練を行った後にそのまま退院の運びとしています。今後は、情報共有の部分として各部門にアセスメントシートを作成し、送付する事としています。

本日清水様が面会に来られ、本人からアパートを決めた経緯を説明しています。本人が必要な物はテレビと布団だけとの事。その他の預かっていた荷物は兄様に処分して貰うか、引き取って保管しておいて貰うかを決めて欲しいと清水様より本人へ伝えています。6/17（木）、通帳とテレビ、布団をアパートへ搬入目的の為、13：00～15：00までの外出となります。

6/22（火）の午後に、病棟スタッフ1名付き添いで青陽館の見学を依頼していますが、青陽館サイドからの返答が届き次第、実施していきましょう。

・鈴木　茂子様～美容院へ行く為とバス券の更新目的で6/17（木）9：00～12：00で、主治医より希望が聞かれています。昼食は当院で食べますので発注の際は間違いのないようにして下さい。

＜看護度評価・検討＞

・患者様の状態や身体面などで、看護度の変更がある患者様が居ないか各担当で見直しを行い、パソコン入力をして下さい。カンファレンス内でその評価を基に再度、評価・検討を行う事とします。

＜ユニットケア基準　評価・検討＞

・ユニットケア基準担当のミーティング内で、他部署より「ユニットケア基準そのものを知らないスタッフがいた」という意見があったので、各病棟におけるユニットケア基準の説明を再度行っています。目標や目的、スタッフとしての関わり方など、各病棟によって基準・指標が違う為、その違いに注意して各自で確認をするようにして下さい。

＜担当患者様NCP評価・検討＞

・鈴木　茂子様～現在、金銭管理として1日500円までとし、10日で5,000円まで使用出来る計算で取り組んで頂いています。本人と残金確認を行った際に、3,000円程度残っているとの事で、順調に金銭管理が出来ている様子伺えています。引き続き、同様の金銭管理を行って頂き習慣化出来るように関わって行く事とし他者から金銭を借りる事のないよう説明し、指導を要する時は実施していきます。

＜作業療法報告・検討＞

・飯豊　信雄様～今後、青山荘への入所を検討しているとの事で、施設入所へ向けたプログラムへステップアップを検討して行くと作業スタッフより話があります。以前、買い物の際に逃げるように走りだす様子が見られたり、対人交流に関しての指導・説明を要する事があった事から、今後は、公共のマナーや社会生活技能の訓練・対人対応等を考慮に入れたプログラムを提供して行く事としています。

・清川　厚子様～6/13（日）の外出後より、左第3趾の疼痛訴え作業療法への参加に拒否的となる事がありました。作業スタッフより、病棟へ道具を持ち帰り実施する事も可能である旨を説明されると、病棟にて取り組む事が出来ています。本人へ何事も継続して取り組む事の必要性を説明し、作業室で取り組めるよう声掛けをして行きましょう。

・佐々木　康子様～6/15（火）は時間いっぱい居眠りをする事がありました。現在、木・金曜日でチラシでの箱作りを行っており、主治医より1週間に1～2回程度は違う内容の物へ取り組んでみるよう促され、月～水曜日は巾着作りを行っています。居眠りがあった際はその都度声掛けを行っていく事とし、徐々に1人でも作業へ取り組む事が出来るように関わって行く事としていきます。

＜Dr川端担当患者様　診察＞

・清川　厚子様～診察の際に「足が痛いです」と訴えあり、主治医よりエルタシン軟膏（化膿性疾患用剤）を塗布し様子を見るよう説明を受けています。また、日課やプログラム等への参加を行うよう説明されると「足が痛い」と繰り返す事があります。主治医よりプログラム等への参加が出来ないのであれば、外泊も中止となる旨を説明されると渋々納得されています。

・佐々木　康子様～本人より、胃痛は消失したと話あり臨時薬ファモチジン（消化性潰瘍剤）が飲み切り止めとなっています。作業療法では巾着袋を作っている事については「やりたくない」と話されています。理由として「手縫いが嫌だ。ミシンがあればやる」と答えられています。ミシンの使用について作業スタッフへ検討して頂くよう主治医よりあり、情報提供をしています。

・鈴木　茂子様～6/16（水）の午前中に胃痛があったが、診察時には消失したとの事で表情良く診察を受けています。また、やや鼻閉ある様子で主治医へ問われると「さっきまで寝ていたからだ」と返答されています。主治医より、胃痛・鼻閉等の症状の確認を行っていくよう指示が出ています。

・浅野　秀子様～診察時、トイレに行かれ、遅れて入室しています。調子について問われると「1時間に何回かトイレに行きたくなる」と話されています。また、「妹の所へ外出したい」と話されている為、妹様と連絡を取り日程を決めてから外出するよう説明を受け納得されています。担当スタッフは検討していきましょう。

・田名部　浩平様～髪が伸びてきた状態が続いている為、母様の面会時に外出と散髪を促して行きましょう。
































































